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研究要旨  

脊柱靱帯骨化症の胸椎後縦靱帯骨化症、胸椎黄色靱帯骨化症の前向き手術成績調

査を開始し、全国多施設でデータ収集を進めている。このたび 10年以上の術後経

過例について自験例を収集・解析した。胸椎後縦靱帯骨化症に対する後方除圧矯

正固定術は、10年以上の長期経過でも、比較的安定した成績が維持されていたが、

黄色靱帯骨化進展に注意が必要と考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

胸椎後縦靱帯骨化症（胸椎 OPLL）、胸椎黄

色靱帯骨化症の前向き手術成績調査を開始

し、全国多施設でデータ収集を進めている。

このたび 10 年以上の術後経過例について

自験例を収集・解析することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

胸椎 OPLLに対して当科では、後方から広

範囲椎弓切除とインストゥルメントを併用

した後弯矯正術を一期的に行う、後方除圧

矯正固定術を行っている。2000 年～2011 年

胸椎 OPLLに対し、本術式を施行し、10年以

上経過観察の可能であった 34 例（男性 15

例、女性 19 例、手術時平均年齢 53.6 歳）

を対象とした。調査項目は、単純 X 線によ

るアライメント変化、固定尾側後弯角変化

（固定尾側椎と隣接椎との角度）、CT 固定隣

接の骨化、JOAスコアとした。 

倫理面の配慮について、全ての症例で患

者の承諾を得るとともに、データ解析の際

には匿名化を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

平均 BMI31、平均経過観察期間は 12年で 

 

あった。責任高位は上位 12 例、中位 18

例、下位 4例であり、平均固定椎間数は 7.8

椎間であった。胸椎後弯角（T1-12）、固定範

囲の後弯角はそれぞれ術前平均 47°、40°

から術後平均 39°、31°に後弯が矯正され

たものの、最終時 43°、34°と矯正損失を

認めた。矯正損失の主な原因として固定尾

側椎の圧迫骨折（3例）、固定尾側椎間の後

弯（12例）であった。また、固定尾側の黄

色靱帯骨化の進展を 7 例に認めた。固定尾

側後弯 15例（固定尾側後弯角 20°）に隣接

椎間の骨化進展を認めず、黄色靱帯骨化進

展 7 例の固定尾側後弯角 3°と有意差を認

めた。JOAスコア、および改善率は術前 4点、

術後 1年時 7.8点、55%、2年時 7.9点、55%、

5 年時 7.8 点、53%、10 年時 7.6 点、48%で

あった。経過中 2 例に隣接椎間の黄色靱帯

骨化進展のため手術が施行された。 

 

Ｄ．考察 

胸椎 OPLL に対する後方除圧矯正固定術

は、10年以上の長期経過でも、比較的安定
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した成績が維持されていた。後弯角変化 

の主な原因は固定尾側の後弯進行であった

が、後弯が進行すると脊柱管荷重面が変化

することで、隣接椎間の黄色靱帯骨化は生

じにくい、後弯が進行しない例ではアライ

メントが保持されるものの、黄色靱帯骨化

進展に注意が必要と考えられた。 

 

Ｅ．結論 

胸椎 OPLL に対する後方除圧矯正固定術は、

10年以上の長期経過でも、比較的安定した

成績が維持されていた。中には骨化進展の

ある症例も存在するため、今後は多施設研

究でその因子を明らかにしなければならな

い。 

 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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